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重蔓主雪言語ミミ土由プゴオミミ子。〉主工戸五日寺イペ二千麦其月~オ又主主汗三三玉℃

一南勢・栢可の法泉寺の法系を中心として

A study 0日 thestyle in the smal1 temp1巴'smain halls， 

a branch g巴nealogyin Obaku Z巴nsect， 

岡野清

Kiyoshi Okano 

A study on th巴 sty1ein the smal1 t巴mpl巴'smain hal1s， a branch genealogy in Obaku Zen sect， 

About the 1ast stage in the Edo period， in south Ise district. 

寛文年間 (1661-72) 以降は、山城国宇治・万福寺

を中心として近隣地域の山城や摂津・河内から大和

にかげて、新宗派・新寺院の開創が困難な下にもか

かわらず、短期間に寺を創立しながら教団が拡張さ

れてきた。ごれには幕府をはじめ、大名・公卿@地

方の上層階級の有力者の財政扶援を得るだけの魅力

が、宗教上だけでなく、思想・芸術園薬医学。料理

・茶道等、広い範囲で新しい中国文化を得られるご

とにあったと恩われる。

この地方には関西地方の影響を受けてか、阜くも

貞享から正徳頃 (1684-1715) までには既に、木庵性

派の一門の法脈によって4ケ寺が開創していたこ

とに加えて、享保 (1716-35) 頃から、東林下系統の

大屑性善の法脈の梅嶺道雪が相可に法泉寺を関山し

てから、その法脈を継いで一門が隆昌し、近隣に法

[はじめに]

地方の黄葉宗寺院は、主にその土地の藩主が開基

して、単独で保持してきたのが一般的である。しか

しこ乙に一つの地域に法系が集中して群をなしてい

た土地がある。

三重県内の黄葉宗寺院は、近世末期の記録 1)では

34ケ所にあるが、そのうち15の寺院が多気・飯高地

方にある。松阪付近の4ケ寺を除けば、現在の多気

郡内の櫛田JlIと宮川支流濁川沿いにあって、相可の

法泉寺の法類で群をなしている。
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法泉寺開山 2世 3世 4世 5世 6世 7世 8世

大眉系司ー梅嶺道雪一一回一「ー衝天元統一一一一一雷厳広音一一竜文広鼎一一格宗浄超一一司信心明元一樹江徳潮ーー冬岳徳背ーー

享保2(11川 本堂建立 ; 本山黄柴22世

| 事保4(1119) : 天明 6(1186) 

弟子が勝見の

医王寺を重興してー一一医王寺3世ー鳴一一一一ーー"医王寺住一一医王寺住一一司ー.-一一一ー医王寺10j!l:

梅嶺が東林下初代 l

となる | 下朝長地蔵堂開山ーーーー一一ー一地蔵堂開基ーーーーーーーーーー地蔵堂住 ! 

中万浄光庵開基---- 三疋田霊山寺住

車川 観音寺開山ーーーーー一回一初代ーー『ーーーーー市南ーーーーーーーー『ーーーーーーーー一一ー一ー観音寺住

黙岩元轟

木庵系一一松渓浮顕 関山一一『波多瀬観音寺3世中興ーーーー町

貞享2(1685) 享保5(1120) 

享保(1716)以降、大眉性善(東林下)系の梅嶺道雪が関山した相可の法泉寺一門の法系図
[黄禦文化人名辞典噌櫛田川!と多気町文芸史より集録]

類が増えて、とこに黄葉の教団が多気郡に定着した 面の堂を建てたのに始まるが、後無住となって荒廃

結果になっている。その裏には元禄以降、江戸の経 していたものを3世黙岩が入寺して復興した時は法

済成長に乗って、地元である飯野郡射和と櫛田川対 泉寺系統で梅嶺道雪の法弟であった叫。

岸の多気郡相可や上方の豪商の扶援があったものと ②=元禄6年 (1693)木庵性培の弟子扉山道昭が関

思える。 山した阿坂の景徳寺があり、鳥山はまた安濃郡殿村

正徳以前(~1711) にこの地方にあった木庵系の の願応寺も正徳の頃には関山している。

寺院2】は、①=貞享2年 (1685)多気郡波多瀬の観音 ③=黄葉2世木庵性培系の慧極道明(聖林下系)

寺に木庵系の潮音道海(緑樹下系の祖)の一門であ が勧請関山となった垣鼻の海会寺(年代不詳)があ

る慈峰元俊の弟子の松渓浄顕がとの地に来て五間四 る。

図-2



119 一南勢・相可の法泉寺の法系を中心としてー

安
城
山
田
王
寺
寅
箇
印
構
銘
弁
序

伊
勢
州
多
気
郡
向
調
見
之
里
有
薬
師
精
一

舎
山
岨
割
安
城
寺
名
田
玉
久
敏
主
席
元
禄
一

年
間
恩
長
小
坂
氏
等
延
洞
虚
上
座
住
持
一

鍛
欲
秘
方
重
興
滋
有
京
兆
醸
法
村
井
氏
一
回

光
圃
居
士
範
餓
鱒
歳
費
健
印
塔
安
措
於
一
回

寺
中
英
志
在
福
披
人
天
利
務
幽
明
可
帽

強
心
出
回
大
故
功
徳
亦
峰
山
遁
際
者
也
調
上

座
輯
嗣
剖
開
館
日

④=向粥見の医王寺は元禄 (1688-1703) 頃には黄

葉僧洞虚和上が入寺していた。開基は京都の薬剤商

とも摂津の医師とも伝える村井光画で、本堂前の宝

永3年 (1706)建立の法箆印塔に鉄鋳物の埋込銘があ

り、光園はとの地方の黄葉寺院を外護し、後に享保

5年 (1720)波多瀬の観音寺も再興している叫。

，黄築宗地方末寺の江戸時代後期の本堂形式

i 闘
亀'‘

医王寺宝鑑印塔の鋳銘図-3

旧法泉寺本堂外観

写真一 2 旧法泉寺本堂開山堂内部

写真一 1

1 .仏殿型本堂

多気郡相可 旧法泉寺本堂享保4年 (1719)

多気郡波多瀬 観音寺本堂享保5年 (1720)

法泉寺・観音寺とも櫛田川の近くにあって、入母

屋造・重層屋根・平入りで向拝を付げず、堂の前面

1開通りは吹き放しの土問として前庇に垂木下を見

せる。また主屋の柱と庇柱を水平梁で繋ぎ、礎態は

腰が高い黄紫型としている。正面中央間の入口扉は

桟唐戸を用いる。

堂内は一室の土問で、側面に座床が付く。来迎柱

は凡帳面取角柱で仏禽を作って本尊は壁の後方に張

り出す。来迎壁前に設けた檀は箱型。堂の後端に一

直線の横並び仏檀を設けて開山堂や位牌檀とする。

黄葉型仏殿の基本型をなす堂で、法泉寺の方が法

類の中核をなす関山梅嶺道雪が享保4年 (1719)に建

立しただげあって、主堂の関口6問、奥行4聞は同

規模であるが、後方に張り出した開山堂(後補か)

は、実長3間分角屋となっており、後端の檀下に墓

石を見せている(写真2・3)。背面板壁は金箔置

きで位牌檀としている。

【多気郡に遺る江戸時代後期の黄繁宗本堂】
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II.方丈型本堂

阿坂 景徳寺本堂安政 1~文久 2 年 (1854-61)

車川 観音寺本堂 18世紀前期

粥見 医王寺本堂大正3年 (1914)

地方の末寺やその堂庵では、仏殿型の黄葉本堂を

建てるまでもなく、他宗の小型寺院がそうであるよ

うに一棟万能の堂庫複製に本尊を記った形式と、方

丈裂にした本堂に庫裡・玄関を付帯した形式であっ

たようである。との地域に現存する方丈型本堂にそ

の実態を示す。

土間

それらは方丈型整形六間取の基本形で、中央奥の

間を仏関として本尊を安置する。上記3例では何れ

も庫裡が別にあるので住居部分はなく、床の間っき

の接客空間と位牌檀を設けて関山堂・位牌堂を兼ね

る。

景徳寺本堂(1857-61)は先々代から無住の寺で、

旧態が最もよく分かる遺構。臨済宗系の黄葉である

ζ とから、当時の臨済系方丈型のように仏聞の奥に

横一文字の二段型須弥檀を設けて中央に本尊薬師像

を杷る。檀が広いので、関山像・客仏・位牌等も全

て乙の檀に安置しているので位牌ノ間は別に造らな

い。床は全て同高とし、部屋境は全て襖引き違い仕

切。床の間を手前右につけているのは、広縁と前庭

を通しての眺望が松阪と伊勢湾を見降す景観を考え

ての事と思える。

L~ ".~-----~ J ___28L___~____470 __~___360._._-L106J 
図ー 6 号憲議番高坂手状雲裏男年~文久2年(1俳日

図一 7
lIl:徳寺本堂l!il京平副i阿
安政 I~文久 2 年 (185.1-61)

贋
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• 写真一 9 書穣告書した書院
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写真一10 観音寺(車)11)本堂外観

観音寺本堂(18世紀前期)は、法泉寺2世・衝天

(享保5年 .1720寂)が関創して、後に法泉寺の隠

居寺にもなっていた。村の集会所にもなっていて、

もと茅葺きであり、向拝はなかった。現在はその後

の幕末の頃の形態に改造されていて、向って右の床

の聞は無くなって、そとは六畳間となっている。仏

聞は後方に拡張されて須弥壇を撤去して 1間後退し

て!日檀前の角柱を来迎柱にした独立した須弥壇とな

った。須弥壇と一体となっていた関山壇 e 位牌壇が

無くなったので、後方に張り出した背面に一直線の

檀を設けて関山堂としたので、間取りは土間式の仏

堂型に近づいた。仏閣の床は一度太い程一段分上段

になっていた跡があるが、現在は全て岡高にしてい

122 

る。

当初は曹洞宗小型本堂と類似したもので、内陣左

右の四畳半背面に床の腐を付付、須弥壇は臨済系本

堂のように横一線に還っていたもの(幕末建立の景

徳寺参照)を撤去又は後退させている。
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写真一12 鰐高4都!府警跡司事完結F図-9
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医王寺本堂(大正3年)は最も成長した形で、地

方の曹洞宗の方丈型本堂に似ている。との地方では

左右両方の奥の間に床の間を設けるのが一般的であ

るが、との堂は向って左の奥の間を位牌壇や開山を

租る檀としている。間取りは方丈型六間取の基本型

であるが、乙の時代になると仏間とその両脇の座敷

は上段床となって曹洞宗本堂とは異なっている。

写真一14 医王寺本堂内部

写真一15 医王寺本堂書院

図一10 官論議見宇状建雪年(削)

【むすび】 」斗___ ，a 

黄葉宗本堂は地方の藩主や公卿等、身分の高い有

力者が檀越となって勧誘した仏堂型の堂としていた

のが一般的で、寺はその地域に密着した教団を組ん

で群をなしている事は少ない。

伊勢の多気地方には法泉寺を中心に法類が作られ

ており、末寺の本堂になるととの地方の臨済・曹洞

宗の方丈型本堂と基本的には一致するが、終極には

仏聞の床を上段としたり、仏聞の奥行を深めて独立

した箱型須弥壇や角柱の来迎柱を用いている点など

との地方の黄紫型須弥壇廻りの特徴が顕われている。

[謝辞] との稿を作成するに当たって、御当地の

海住春弥・大森豊生・青木文子・下村登良男諸先生
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